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系統運用部門における最近の技術開発について

前系統運用部 百 瀬

ま え が き

系統運用部門としては与えられた電源設備， 輸
送設備を如何にして安全かつ効果的に運用するか

が最大の課題である。

近年立地難から電源の遠隔化， 大容量化， 送電

線のIレート制約など系統運用をとりまく環境は年

々厳しくなっている。とくに60Hz系は九州から

当社まで 1000km以上に及ぶ典型的な長距離串型
系統であり， 末端に位置する当社としてはそれだ

けでも安定度的に厳しくなっているが， 加えて東

側への大容量高能率電源の集中化により一段と苛

酷な状態となっている。
一方石油価格の値上げによる電気料金の大巾な

高騰に伴い， 料金原価抑制面から経済運用の徹底

は全社的にも最重要課題となっている。

元来系統の安定運用と経済運用とは 相反する要
素を持っているが， 我々系統運用に携わるものと
してはこの両者を如何に両立させるかを重点課題
として技術開発を進めている。

以下， 最近の系統運用面における技術開発につ

いて一端を紹介する。

2 大電力系統給電用シミュレー タの開発

これまで中央給電指令所は計算機を利用した自
動給電ジステムにより経済運用と省力化を行なっ
てきたが， 今回電力分野では初の試みとして， 系
統全停復旧から個別操作チェックに至るまで本番

さながらに「実系統をそのまま表現」できる給電
ジミュレークを開発し運用を始めた。

(1) シ ミュレーク設置の目的

イ 系統運用技術の高度化に伴い， 系統特性を把

握理解し， 運用指令の適応能力の習熟化の必要
が高まっている。

ロ 電力系統の重大事故の発生が減り， 指令員が
実系統でその対応に習熟することが難しくなっ
ている。
このような状況に対処して実系統規模で系統を
リアルクイムでシミュレートし， 本番さながら

の訓練ができるよう迅速処理と高度な技能を有

次長

するジミュレータを開発した。
ジミュレークの機能と構成（第 1 図）(2) 

自動給電ジステムとジミュレータの共用を図る

ため， 自動給電ジステムの片系をジミュレータと

して使用し， 実運用のデータをジミュレータの初

期条件としている。また一方ォンライン系の計算
機が故障した時は， シミュレータの系列機で容易
にバックアップ可能としている。
イ ジミュレーク装置のハードウェア

既設の中給指令室の隣に設置され， 実運用との
等価性を図った。

0 系統盤 1 面…… ほとんど実システムと同規模
同配置で，CB約300LS約 100数字表示管
約100を表示する。

0 指令台……訓練用 3 台， インストラクク卓 1

台， 両者の連絡用共電回線は120相当
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